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美
郷
の
観
光
振
興
を
担
う

美
郷
町
観
光
協
会
設
立
総
会

　
本
町
の
観
光
振
興
を
担
っ
て
き
た
、
六
郷

地
区
の
六
郷
観
光
協
会
、
仙
南
地
区
の
仙
南

観
光
協
会
、
千
畑
地
区
の
千
畑
ヘ
ル
ス
観
光

株
式
会
社
の
観
光
部
門
が
、
一
体
と
な
っ
て

本
町
の
観
光
振
興
に
取
り
組
む
た
め
、
美
郷

町
観
光
協
会
を
十
月
一
日
に
設
立
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
代
表
者
に

よ
る
美
郷
町
観
光
協
会
設
立
の
調
印
式
が
役

場
六
郷
庁
舎
で
行
わ
れ
、
六
郷
観
光
協
会
の

黒
丸
剛
会
長
、
仙
南
観
光
協
会
の
佐
藤
成
輝

会
長
、
千
畑
ヘ
ル
ス
観
光
株
式
会
社
の
松
田

知
己
代
表
取
締
役
が
協
定
書
に
調
印
。
本
町

の
さ
ら
な
る
観
光
振
興
を
誓
っ
て
握
手
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
六
郷
の
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
設
立
総
会
に
は
、
会
員
や
関
係
団
体

の
代
表
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
。
総
会
で

は
始
め
に
黒
丸
剛
会
長
が「
観
光
協
会
が
会

員
の
お
互
い
の
交
流
の
場
と
な
り
、
歴
史
・

文
化
・
経
済
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
各

会
員
が
団
結
し
な
が
ら
、
美
郷
町
の
観
光
振

興
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
」と
あ
い
さ

つ
。
協
会
規
約
な
ど
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
、
個
人
会
員
２
１
９
人
、
法
人
会

員
７
４
社
で
構
成
さ
れ
た
美
郷
町
観
光
協
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
協
会
の
事

業
計
画
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
本
町
の
観

光
資
源
の
開
発
や
伝
統
行
事
の
伝
承
、
特
産

品
の
開
発
販
売
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

浜
口
優
花
さ
ん（
大
仙
市
）が
優
勝

民
謡「
長
者
の
山
」全
国
大
会

　
第
十
六
回
民
謡「
長
者
の
山
」全
国
大
会

（
美
郷
町
、
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
十
月
十

四
、
十
五
日
の
両
日
、
千
畑
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
一
般
の
部
に
百
六
十
二
人
、
熟

年
の
部
に
四
十
六
人
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
二

十
人
の
計
二
百
二
十
五
人
が
出
場
。
自
慢
の

の
ど
を
披
露
し
、
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）

【
一
般
の
部
】

優
　
　
勝
　
浜
口
　
優
花（
大
仙
市
）

準
　

優
　

勝
　
浅
野
江
里
子（
秋
田
市
）

第
　

３
　

位
　
大
友
　
勝
子（
秋
田
市
）

第
　

４
　

位
　
今
　
　
孝
一（
秋
田
市
）

第
　

５
　

位
　
村
井
百
合
子（
八
郎
潟
町
）

敢
　

闘
　

賞
　
浅
野
　
晴
香（
秋
田
市
）

　
　

〃
　

　
　
中
村
　
清
治（
美
郷
町
金
沢
）

　
　

〃
　

　
　
丹
　
　
智
芳（
横
手
市
）

　
　

〃
　

　
　
菊
地
　
智
江（
福
島
県
白
河
市
）

　
　

〃
　

　
　
浅
野
　
恵
子（
秋
田
市
）

【
熟
年
の
部
】

最
優
秀
賞
　
梁
瀬
　
勇
信（
山
形
県
真
室
川
町
）

優
　

秀
　

賞
　
三
浦
モ
モ
エ（
に
か
ほ
市
）

　
　

〃
　

　
　
佐
藤
　
修
三（
八
郎
潟
町
）

奨
　

励
　

賞
　
木
村
八
重
子（
大
仙
市
）

　
　

〃
　

　
　
高
橋
　
吉
郎（
横
手
市
）

浜口　優花さん
（大仙市・大曲農業高校２年）

梁瀬　勇信さん
（山形県真室川町）

渡辺　早織さん
（大館市）

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

最
優
秀
賞
　
渡
辺
　
早
織（
大
館
市
）

優
　

秀
　

賞
　
金
子
　
未
希（
湯
沢
市
）

　
　

〃
　

　
　
倉
田
　
珠
衣（
大
仙
市
）

奨
　

励
　

賞
　
山
上
　
　
衛（
秋
田
市
）

　
　

〃
　

　
　
小
松
　
博
美（
仙
北
市
）

美
郷
町
観
光
協
会
の
役
員
の
方
々（

敬
称
略
）

会
　
　
長
　
黒
丸
　
　
剛（
六
郷
）

副
　

会
　

長
　
佐
藤
　
成
輝（
金
沢
西
根
）

　
　

〃
　

　
　

橋
　
勝
經（
畑
屋
）

　
　

〃
　

　
　
高
橋
　
孝
蔵（
六
郷
）

　
　

〃
　

　
　
田
口
長
治
郎（
六
郷
東
根
）

　
　

〃
　

　
　
西
鳥
羽
敬
一（
六
郷
）

理
　

事
　

長
　
塙
　
　
常
観（
六
郷
）

副
理
事
長
　
伊
藤
　
政
雄（
六
郷
東
根
）

　
　

〃
　

　
　
挽
野
　
秀
一（
六
郷
）

　
　

〃
　

　
　
渋
谷
　
　
聡（
金
沢
西
根
）

　
　

〃
　

　
　

橋
　
繁
雄（
千
屋
）

監
　
　
事
　
青
池
潤
一
郎（
六
郷
）

　
　

〃
　

　
　
清
水
　
　
猛（
六
郷
）

　
　

〃
　

　
　
冨
樫
　
正
典（
六
郷
）

▼盛大に行われた設立総会

▲六郷庁舎で行われた
設立調印式
写真左から佐藤成輝仙
南観光協会長、黒丸剛
六郷観光協会長、松田
知己町長（千畑ヘルス観
光株式会社代表取締役）
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職
員
人
事
異
動（
十
月
一
日
付
）

（
　
）内
は
前
職

　
町
長
部
局
　

【
総
務
課
】

▽
管
財
班
主
査（
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
六
郷
庁

舎
総
合
サ
ー
ビ
ス
班
主
査
）高
橋
勉

【
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
六
郷
庁
舎
】

▽
総
合
サ
ー
ビ
ス
班
主
査（
総
合
サ
ー
ビ
ス

課
仙
南
庁
舎
総
合
サ
ー
ビ
ス
班
主
査
）矢
尾

崇　
教
育
委
員
会
事
務
局
　

【
学
務
課
】

▽
学
務
課
長
兼
学
校
教
育
班
長（
学
務
課
長
）

高
橋
薫
▽
学
校
教
育
班
主
査（
総
務
課
管
財

班
主
査
）齊
藤
敦
子

【
社
会
教
育
課
】

▽
参
事
兼
六
郷
公
民
館
長（
社
会
教
育
課
参

事
兼
六
郷
公
民
館
長
兼
学
友
館
長
）右
谷
康

一
▽
学
友
館
長（
学
務
課
学
校
教
育
班
長
）藤

井
良
子

【
幼
児
教
育
課
】

▽
福
祉
保
健
課
参
事
兼
福
祉
班
長〈
併
任
〉幼

児
教
育
課
参
事（
福
祉
保
健
課
参
事
兼
福
祉

班
長
）齊
藤
克
也

　
平
成
十
八
年
第
七

回
町
議
会
臨
時
会
が

十
月
二
十
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
で

は
、
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
お
よ
び

平
成
十
八
年
度
美
郷

町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
四
号
、
平
成
十
八

年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
第
三
号
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案
】

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
美
郷
町
公
共
下
水
道
・
六
郷
東
部
地
区
簡

易
水
道
共
同
工
事
に
係
る
四
つ
の
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
工
事
内
容
の
変
更
に
伴
い

契
約
額
を
そ
れ
ぞ
れ
変
更
す
る
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
四
号
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
百
五
十
六
万
四
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を
百
十
七
億
八
千
四
十
六
万

二
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
目
標
管
理
制
度
導
入
支

援
業
務
委
託
料（
百
三
十
五
万
五
千
円
）、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金（
百
万
円
）、
文

化
財
保
護
費
の
調
査
委
託
料（
七
十
三
万
五

千
円
）と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
の
組
み
替
え

で
す
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
三
号
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
千
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
三
億
八
千
十
六
万
千
円
と
し
ま
し

た
。

＝
各
種
団
体
と
の
町
政
懇
話
会
＝

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
率
直
な
意
見
交
換
を
行
う

　
十
月
十
八
日
と
二
十
四
日
の
両
日
、「
各

種
団
体
と
の
町
政
懇
話
会
」が
六
郷
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
振
興
や
住

民
の
福
祉
向
上
な
ど
の
た
め
に
積
極
的
な
活

動
を
し
て
い
る
町
内
の
団
体
の
み
な
さ
ん
と

町
長
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

率
直
に
意
見
交
換
し
、
そ
の
内
容
を
町
政
運

営
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ

と
し
で
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
懇
話
会
は
、
保
健
福
祉（
五
団
体
）、
教
育

文
化
と
防
犯（
四
団
体
）、
地
域
振
興
と
観
光

（
五
団
体
）、
農
業（
三
団
体
）の
四
分
野
に
分

け
て
行
い
、
い
ず
れ
も
町
長
の
町
政
報
告
を

兼
ね
た
あ
い
さ
つ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

が
活
動
の
現
状
を
説
明
し
、
町
へ
の
要
望
事

項
や
町
政
へ
の
意
見
を
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
と
し
は
本
町
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る「
地
下
水
の
保
全
」に
対
す
る
取
り
組
み

や
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と
が
知

恵
と
力
を
出
し
合
う「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中

心
と
し
た
協
働
と
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」、

数
多
い「
公
共
施
設
の
取
り
扱
い
」な
ど
、
町

政
の
課
題
に
つ
い
て
町
長
が
出
席
者
に
意
見

を
求
め
ま
し
た
。

　
不
法
投
棄
を
防
止
し
地
下
水
保
全
…

　
　
各
団
体
か
ら
活
発
な
発
言
が
相
次
ぐ

　
地
下
水
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
そ
の
源
と

な
っ
て
い
る「
山
間
部
や
水
路
へ
の
不
法
投

棄
を
徹
底
的
に
防
止
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
い
っ
た
意
見
や
、「
集
落
排
水
、
公
共
下

水
道
、
合
併
浄
化
槽
と
い
っ
た
施
設
の
普
及

に
よ
る
生
活
雑
排
水
の
適
正
な
処
理
が
必
要

だ
」、「
住
民
意
識
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
」と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
行
政
と
住

民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
と

の
連
絡
調
整
機
関
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
」

と
い
っ
た
こ
と
や「
有
償
、
無
償
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
」、「
も
っ
と
住
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
や
知
識
を
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」と
い
っ
た
取
り
組
む

べ
き
課
題
に
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、「
経
費
負
担
を
考
え
る
と
古
い
施
設
か

ら
順
に
用
途
を
廃
止
す
る
こ
と
も
や
む
を
え

な
い
」と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、「
現
実
に

不
便
に
な
る
の
で
、
交
通
の
便
を
整
え
る
施

策
も
同
時
に
考
え
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
ほ
か
、「
役
場
本
庁
舎
の
議
論
も

始
め
た
ほ
う
が
よ
い
」と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
部
署
で
検
討
を
深
め
る
ほ
か
、
緊
急

性
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
予
算

編
成
に
も
盛
り
込
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

10月24日に行われた地域振興と観光に関する懇話会


